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千葉県そば推進協議会創設２０周年記念式典開催 報告

令和６年９月２８日（土）午前１０時～午後８
時迄ホテルスプリングス幕張 迎賓館で123名が
参加して盛大に開催されました。
第１部 そば打ち交流対抗戦午前10時～午後２時
個人戦１３名、団体戦２１組（４人一組で４分間
交代）で行い個人戦は、日頃研鑽したそば打ち技
術をいかんなく発揮し、緊張感のある個人戦が行
われました。
続い団体戦は４人一組で、84名が参加し４分間交
代で行い、そば打ち技量とチームワークを発揮し
て楽しいそば打ちを行いました。
その後、昨年五段位に認定された山崎さんと能勢
さんが自ら解説を行いながらデモ打ちを行い、非
常に活況ある中で終了いたしました。
第2部 記念式典・祝賀会 午後５時～８時、司会の元

NHK千葉副支局長の、愛敬一幸様の司会で式典が始
まりました。開式の辞を千葉県そば推進協議会 副理事
長 腰原弘敏、主催者挨拶を理事長 石橋ちず江から、
来賓の皆様や会員の皆様にお礼が述べられました。来
賓祝辞では、千葉県知事 熊谷俊人様、千葉市長神谷
俊一様、公益社団法人日本食品衛生協会理事長

上野藪そば３代目会長 鵜飼良平様、一般社団法人
全麵協 理事長 中谷信一様から温かいお言葉をい
ただきました。
又、６名の方々に長年にわたる功績に対して感謝状と
記念品が贈呈されました。その後、交流大会の成績
発表が行われ、個人戦・団体戦の優勝、準優勝
敢闘賞を受賞された方々に表彰状と記念品が贈ら
れました。設立２０周年記念式典に１２３名、交
流大会も９７名の参加で所属会員の相互交流と親
睦を深めた記念式典になり、更なる10年に向け飛
躍を遂げるよう心新たに決意致しました。

千葉県そば推進協議会 副理事長 田仲悦朗

中谷理事長挨拶

各支部から
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平尾台手打ちそば倶楽部は去る９月19日か
ら６日間の会期で開催された「2024年西日本
陶磁器フェスタ」（会場・北九州市の西日本
総合展示場）に出店しました。会期中、台風
の影響で悪天候の予報があり、残暑も厳しく
人出が心配されましたが無事会期を終える事
ができました。
約60㎡のブースでは、そば販売とそば打ち体
験の二本柱で、打ち台６台、釜前（釜２）、
盛付の３つのエリアで、一日平均20名が参加
しました。大分特産のカボスをのせた「おろ
しぶっかけそば」を目標は平日200杯、土日
祝日を300杯としました。

「2024西日本陶磁器フェスタ」蕎麦出店」報告

おかげさまで、会期中連日完売し多くの市民の皆様
に打ち立て・茹でたての蕎麦を食べて頂きました。
そば打ち体験は「平尾台そば打ち体験道場」と銘打
ち、老若男女の方々がご自分の打った蕎麦を手に
「楽しかった！」と喜んでくださいました。
西日本陶磁器フェスタへの参加は、約10年前から続
けていますが、倶楽部の最大行事であり、毎月の例
会で磨いた腕前を披露する場としてこれからも継続
出店していきたいと思っています。

平尾台手打ちそば倶楽部運営委員 松山悟

各支部から



９月１５日に「第１６回そば道段位・塩尻認定会（初段
位・二段位）」を、NPO法人信州そばアカデミー主催によ
り長野県塩尻市で開催しました。高校生１４人を含む１５
歳から７５歳まで５５名が５組に分かれて受験しました。初
段位を受験した３１名の皆さんは、初めてのことで緊張も
していたようですが、怪我もなく無事終了することができま
した。

全麺協は以前から、審査結果が出るまでの待ち時間
を利用して、受験者に対するそば打ち実演や知識を
学ぶ機会を持つよう勧めてきましたので、この度の認
定会では「実技プラスを学ぶ」と題して、「そば打ち
教本」を基に「そばの歴史」「そばの栄養学」「ソバ
の栽培」「そば打ち技術のポイント」等の講義を取り
入れました。受験者の皆さんには大変興味深く聴い
ていただくことができました。
今後このような活動が各地に広がれば幸いと実感し
ました。

NPO法人信州そばアカデミー広報部長 春日芳朋
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交 流 会

塩尻段位認定会で「実技プラスを学ぶ！」報告

中日本支部四段位認定会開催 報告

各支部から

９月22日(日)福井市の「福井県中小企業産業大学
校体育館」にて四段位技能審査中日本支部福井認定
会が開催され35名が受験しました。
北陸地方は前日から大雨警報が出される生憎の天候
でしたが、来賓の福井市長(代理)、福井市議会議長
（代理）から激励を頂き、福井実行委員会による受験者
ファーストの運営で、受験者はこれまでの練習の成果を
精一杯発揮し、17名が四段位に認定されました。

  井審査員長の講評では、認定者には指導者としての
  自覚と期待を、今回認定に至らなかった方には今後の
  研鑽のポイントについてお話がありました。
  最後に会場の全員で福井県を中心とした７団体が２日
間で延べ44名の参加スタッフに拍手で感謝を伝え閉会
しました。

。 報告者：中日本支部事務局長 百瀬洋一



９月２９日（日）に開催した「第２１回しんとく新そば祭
り」についてご紹介します。新得町（北海道の真ん中に位
置する）は、全麺協の地方公共団体正会員であり、「しん
とく新そば祭り」実行委員会の事務局は産業課でありま
す。新そば祭りの前身は、２００１年（平成１３年）にＪＲ石勝
線開通２０周年記念式典後に行われた「新得駅まつり」
記念行事の一環として打ちたてのそばが振る舞われたこ
とにあります。これが大好評だったため、とれたての新そば
を味わって貰い、そばの名産地として広く周知して頂くた
めに、翌年「第１回しんとく新そば祭り」を開催することに
しました。２０１６年（平成２８年）の台風災害や新型コロナ

ウイルス感染症の影響等で数回中止となりました
が、本年で第２１回を迎えることが出来ました。本年
は、町内のそば店や愛好家を合わせて７団体が出
店しました。その中の２店舗は十勝蕎麦俱楽部の
会員が代表の「新得手打ちそば愛好会」及び「新
得蕎麦倶楽部」が出店して販売実績は、２店で4,000
食は超えています。十勝蕎麦俱楽部には新そば祭り
の運営を全面的に協力して頂きました。例年同様に
とれたて、ひきたて、打ちたて、ゆでたての「４たてそ
ば」を味わって頂きました。新得そばと言っても店ご
とに特徴がありますので、14,000人の来場者は、食
べ比べて、時間と財布と相談しながら新得そばを堪
能していました。

新得町役場産業課観光振興係長 本田浩平
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交 流 会

第２１回しんとく新そば祭り開催報告

皆様からの情報提供をお待ちしています。   

全麺協ニュースフラッシュ編集グループ

編集責任者 原 秀夫

編集主任  入江一統

チーム員     横田節子 赤羽章司      

中標津町新そば祭り開催報告

各支部から

北海道の屋根である大雪山系は紅葉が進み収穫の秋
真只中です。昨年度のそばの作付面積25,700ha及び生
産量13,700tで全国一の北海道では9月初旬から10月中
旬に新そばの収穫作業が最盛期を迎え、同時に新そば祭
りが幌加内町からスタートして道内各地で盛んに開催さ
れます。今回は中標津町及び新得町で開催した新そば祭
りについてご紹介します。
中標津町では９月２８日（土）に「第14回なまらウマイ！な
かしべつ夢見新そば祭り」が開催されました。中標津町の
新そば祭りは、中標津産のそば粉を中標津産の牛乳のみ
で打ち上げる、

 
 中標津でしか味わう事ができない美味しいお蕎麦で
 す。また、牛乳をお蕎麦に練り込み食べる事で、お蕎
 麦の栄養価を高めて健康増進を図り、同時に牛乳の
 消費拡大と地域の発展を目指しています。
 打ち手は全麵協そば道三段位以上の３０名で打ち、
 厨房やその他スタッフ含めて５２名体制で開催しまし
 た。打ったお蕎麦１０００食を完売する大盛況でした。

  アトラクションとして、もりそば早食い大会や、そば打ち
体験教室も同時に開催し、来場者も参加出来る楽し
い新そば祭りとなりました。来年も更にパワーアップし
た新そば祭りにしたいと思っております！

もり蕎麦早食い競争 中標津手打ちそばささ藪学校 事務局長 長渕 豊

。
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